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編　集　後　記
　平成28年 4 月14日と16日に発生しました熊本地震は 2 回目のゆれが本震となる想定外の災害とな

り、甚大な被害をもたらしました。関係者の皆様にはお悔やみ申し上げます。大阪からも多くの保

健医療福祉関係者が災害地派遣で支援に行きました。このたび平成29年 1 月27日に当協会成人保健

部会では大阪府との共催で「熊本地震の派遣支援活動報告と課題とこれから」というテーマで支援

に行かれた関係者から公衆衛生分野における取組みを報告していただく研修会を開催しました。〈特

集〉ではその内容を集約しております。東日本大震災では想定外といった言葉が記憶に新しいとこ

ろですが、今後、近未来に発生するといわれている災害に向けて学ぶべきことも多くあると感じて

いるところです。これまでの災害を踏まえた公衆衛生分野での支援体制や受援体制の整備について

さらなる強化が図られることを期待します。〈トピックス〉では今年で母子保健法が施行されて50年

が経過した節目の年でもあり、佐藤先生に今後の展望を含め総括していただいております。また、〈巻

頭言〉では20年ぶりに日本公衆衛生学会が大阪で開催されたこともあり、ここでの歴史を振り返り、

こちらも大阪の公衆衛生の将来展望のために高鳥毛先生に寄稿いただきました。どちらともここで

しかお目にかかることのないたいへん貴重な内容となりました。〈施設紹介〉では府立成人病センター

が、平成29年 3 月に移転し、名称変更もされた「大阪国際がんセンター」のご紹介です。そのほか、

若手の会員さんに寄稿いただいていた〈会員の声〉ですが今回はベテラン会員からの報告などとなっ

ており取り組みの参考となればと考えております。今回もお忙しい中、掲載のためにご執筆やご協

力いただきました皆さま方に厚くお礼申し上げます。　　　　　　　　　（出版編集室長　大原俊剛）
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